




































































































































































































































































































































































































































































るエッセイである “The Strange Destiny of Trusts”, in Roscoe Pound (ed.),
Perspectives of Law:Essays for Austin Wakeman Scott (1964）を日本語に翻訳
したものである。大陸法域において信託を受容する際の独自の理論を構築したこ
と、および、わが国の代表的な学説である四宮和夫博士の「信託＝実質的法主
体」説の成立に大きな影響を与えたとされることで、ルポールの名前は知られて
いるが、その具体的な主張はわが国ではあまり知られていない〔ルポール理論の
紹介・検討を行った文献として、大村敦志「フランス信託学説士一班」信託研究
奨励金論集22号（1991年）91頁以下参照〕。本稿は、ルポールが自らの主張を英
語で平易に記述したものであり、ルポール理論を理解するための有益な資料のひ
とつとなろう。なお、近時、ルポール理論の批判的検討を行ったものとして、ラ
イオネル・スミス（渡辺宏之訳）「信託と財産（Patrimony）」早稲田法学86巻３号
257頁以下（2011年）も、併せてご参照頂ければ幸いである。［渡辺 記］
早法88巻１号（2013）212
